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評価
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6
数年前にも検討を行ったが、観光立町のため、休日議会等には適さない旨の意見
が出た。再検討が必要。

委員会時における町側からの説明においてパワーポイントが使用され、わかりやす
いものとなった。議会報告会においてもパワーポイントを利用することで、分かりやす
い説明を行うことができた。

平成28年度予算に、議場等Wi-Fi環境整備工事を計上したが、厳しい財政状況を
鑑み、断念した。

平成27年4月に「箱根町議会における議会改革のあゆみ」を作成した。

平成27年6月26日（金）午後7時から本庁舎4階会議室において実施し、25名の参加
者があった。
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3

4
インターネット等を活用した議会映像配信環境の
整備検討

議会プレゼンテーション環境の整備検討

夜間議会・休日議会の開催の検討

議会報告会の開催

議会白書の作成検討
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平成27年度箱根町議会改革　取組状況一覧

・議会の様子や審議事項で構成されてしまうので、一般受け
をする内容の発掘に努めたい
・更に一般受けする内容等の検討
・このまま継続をお願いします
・発信を個人で行うようにするか検討する。

・参加者増を図る必要を感じる。
・参加者が多く期待されているものと感じた。
・参加者の増を考えていきたい（アンケートの実施）
・このまま継続をお願いします
・議会は言論の府なのだからこそ、議論されたことを報告す
べき
・今年、午前午後と実施するので、改善されている。

・良くできた内容と思う。多くの町民に告知できるように努め
たい。
・良くできた内容である。
・良くまとまっていると思います。
・白書とは実態、実情を記すことなので、箱根町議会の実情
をまとめ、そこから改革を進めてほしい。

・財政状況は無視できない。
・これからの時代において必要となるので、引き続き取り組ん
で行きたい。
・引き続き取り組んでいくこととしたい。
・厳しい財政状況なので理解できます。
・今の改革を着実に実のあるものにしていくことが大事では
ないか。
・予算要求をしているので、町当局の執行次第

・これからの時代において必要となるので、引き続き取り組ん
で行きたい。
・引き続き取り組んでいくこととしたい。
・このまま継続をお願いします。
・議員の活用を増やし、議員自身が作成できるように技術力
の向上を図る。議場に設備導入の予算化をする。

・一部で希望があると思われるが、観光業従事者が多いこと
と、地域が離れているので実施は難しい。
・更に検討すべきと考える。
・必要に応じて進めればと思います。
・観光地だからこそ一度やってみる価値はあると思う。

施策区分１　町民参加と町民連携の推進

【評価】Ａ：予定どおり進捗（実施）した　Ｂ：予定どおり進捗（実施）したが課題が残った　Ｃ：実施したが予定に満たなかった　Ｄ：実施できていない

平成27年9月に箱根町議会Facebookページを開設、平成28年4月現在のいいね数
は、137となっている。

Facebook、Twitter等、多様な媒体を活用した情
報発信の検討
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7
議会だよりに限定し、議会だよりモニターを設置することとした。平成28年2月に、「箱
根町議会だよりモニター設置要綱」を制定し、現在募集を行っている。

未実施

未実施

施策提言のための研究機関・大学・大学院等と
の調査・研究の検討

議会モニターの設置の検討

執行部からの事業別政策説明資料の提供（予
算）

平成27年10月に、町側より、平成28年度予算編成方針について説明を受けた。8

政策討論会の開催

11

10 議員からの政策提言へ向けたサイクルの確立

・なかなか応募のない中ではありますが、引き続き募集をして
いく。
・更に応募を図っていく。
・進まなくて申しわけありません。
・応募がないのは議会に関心がないのか。それならば議員
自ら住民に聞いてくることから始めたらどうか。

・説明時間の制限もあるため、重要案件までもが十二分に説
明されていないように感じる。
・説明の内容の検討
・このまま継続をお願いします。

・検討の回数も多くとってあり、十分な審議が出来たと思われ
る。
・十分な審議ができた。
・このまま継続をお願いします。
・一部の委員に対して結論を押し付けるような発言もあり、問
題が残った。
・よくできたと思う。

・予算の関係もあると思うので、よく話し合って進めた方が良
いと思う。
・努力を必要とする事項
・引き続き検討
・事業内容の説明等が必要であると思います。
・まず町長が提出した議案を各議員が十分に審議することか
ら始まるのでは。

行財政改革調査特別委員会において、各議員の意見を聞いたうえで活発な議論が
交わされた。

施策区分３　適切な政策審議・決定と行政運営の監視機能強化

施策区分４　議員政策提言と政策立案機能強化

・予算の関係もあると思うので、よく話し合って進めた方が良
いと思う。
・努力すべき課題
・引き続き検討
・必要に応じて進めればと思います。
・当面は必要ない。
・現在まで実施してきた議会改革の精査と共に、今後の指針
を定めるために、助言者として意見を伺いたい。
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・議会として意思決定を行うにあたり、指導・助言を頂ける大学の教授等がいると助かる。
・町民から最も頼りにされる議会を目指してのキャッチコピーにより、議会改革を進めており、議員各位におかれましてもご尽力を頂いている状況にあると思います。町と議会の二元代表制といわれる中、町民をはじめ納税者に
対する議事案件に際しての賛否についてや、その他の権利等の行使についての説明責任など議会議員は必要と存じますので、今後における議会の必要性を考慮すれば、議会改革は前進すべきと感じております。
・議会を改革するというなら、多くの支持者に送り出されている住民の代表である議員が、与えられた権限をいかんなく発揮できるようにするため、質問時間の保障が必要である。一方で、予算質疑を１つもしない議員がいるの
は、改革が進んでいると言えるのだろうか。また、住民の請願権保障のためにも紹介議員を１名とすべきであると思う。ぜひこれを改革して欲しい。

未実施（図書購入費も予算が増えたことから、平成28年度検討予定）議会図書室の充実と町民への開放検討12

13 事務局サポート方針の作成
基本方針や具現化するための主な取組みについてまとめた、箱根町議会事務局サ
ポート方針を作成した。

・事務局の話をもう一度よく聞きながら進める。
・引き続き、内容の向上に取り組む。
・引き続き検討していく
・サポート方針の内容がわからない。

施策区分５　継続的な議会活性化の推進

・予算の関係もあると思うので、よく話し合って進めた方が良
いと思う。
・努力すべき課題
・引き続き検討
・図書の充実は、議員の参考資料として、特の旬話題等につ
いて必要性の意義はあると思います。また、町民への開放は
議員全員の考え方を確認した方がよいと思う。
・開かれた議会のためにも、議員の政策立案・調査のための
図書の充実と、議会資料の充実を早急に行うべき。
・気が重たい課題
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